
広報 2013

12/15
　●「災害用ツイッター」を始めました
　●保留地を売却します
　●経営改革の取り組みをお知らせします
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　12月13日、「彦根市保
健・医療複合施設」が市立
病院敷地内（八坂町）に完成
しました。また、公募して
いた愛称が、応募のあっ
た 82 点から選考により
澤田敬子さん（高宮町）の

「くすのきセンター」に決
まりました。
　名づけの理由には、ク
スノキは大木で長寿であ
り、その長寿にあやかる
とともに、保健や医療、福
祉に安心を求めて来られ
る皆さんの「止まり木」の
ような施設であるように
との思いがこめられてい
ます。さらに施設に通じ
る道が「くすのき通り」であることも理由です。
　この名前にふさわしく、皆さんに愛され、頼られる
施設を目指します。施設の詳細は「いきいき健康ひろ
ば（12月15日号）」をご覧ください。

業務の場所を変更します
　平成26年1月6日㈪から、 健康推進課はくすのき
センターに移転します。
　母子健康手帳の発行、乳幼児健康診査、予防接種の

問い合わせ、各種健康相
談など、これまで福祉保
健センター（平田町）で行っ
ていた 健康推進課の業
務は、くすのきセンター
で行います。
　 健康推進課の電話番
号・FAX 番号・E メール
アドレスは変わりません。
※休日急病診療所は平成
　26年2月に移転します。
問い合わせ先　 健康推
　進課☎24-0816、　　
　FAX24-5870、E メー
　ル kenko@ma.city.　　
　hikone.shiga.jp

「彦根市保健・医療複合施設」が完成 ＆ 愛称決定
　愛 称 「 く す の き セ ン タ ー 」
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（
６
親
等
以
内
）
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作

を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
・
社
員
・
株
主
で
、
年
間
お

お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

し
て
い
る
人

申
請
期
限　

平
成
26
年
１
月
10
日

㈮
申
請
書
提
出
先　

農
業
委
員
会

事
務
局
（
市
役
所
３
階
）

問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番

年
末
年
始
の
歯
科
診
療

彦
根
歯
科
医
師
会

　

彦
根
歯
科
医
師
会
で
は
、
12
月

29
日
㈰
〜
平
成
26
年
１
月
３
日
㈮

の
年
末
年
始
の
間
、
次
の
医
院
が

当
番
医
と
し
て
診
療
さ
れ
ま
す
。

当
番
医　

下
表
の
と
お
り

時
間　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
30
分

修
彦
根
市
史
』
の
刊
行
を
終
了
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

彦
根
市
が
彦
根
市
史
編
集
委
員

会
か
ら
受
領
し
た
「
通
史
編　

現

代
」
の
原
稿
は
、

教
育
委
員
会

市
史
編
さ
ん
室
の
「
歴
史
資
料
公

開
コ
ー
ナ
ー
」
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

市
史
編
さ
ん
室
☎
27-

３
５
４

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

３
５
５
４

番
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
が
調
製
さ
れ
ま
す

　□市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

毎
年
１
月
１

日
現
在
で
、
農

業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
が

調
製
さ
れ
ま
す
。

選
挙
人
の
資
格

が
あ
る
人
は
、
こ
の
名
簿
へ
の
登

載
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
市
役
所
４
階
）
に
あ
り

ま
す
。

資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平

成
６
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、
次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
人

②　

①
の
人
と
同
居
す
る
親
族

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
北
村
さ
ん
が
自
治
会

の
代
表
者
と
し
て
、
長
年
、
地
域

で
の
共
同
活
動
を
通
じ
て
、
よ
り

良
い
地
域
社
会
の
形
成
な
ど
に
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先  

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

『
新
修
彦
根
市
史
』（
第
４
巻

　

通
史
編　

現
代
）刊
行
中
止

　□市
教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室

　

彦
根
市
で
は
、
市
史
の
「
通
史

編　

現
代
」
を
刊
行
せ
ず
に
『
新

平
成
25
年
度

自
治
会
等
地
縁
に
よ
る

団
体
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

　□市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　　

大
洞
自
治
会
長
お
よ
び
城
北
学

区
連
合
自
治
会
長
の
北き

た

村む
ら

收お
さ
むさ
ん

が
、
自
治
会
等
地
縁
に
よ
る
団
体

功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

の
た
め
、
平
成
25
年
度
に
登

録
し
た
人
は
、
今
回
の
申
請

は
不
要
で
す
。

▼
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務　

平
成
26
年
２
月
10
日

　

㈪
〜
同
12
日
㈬

対
象　
「
そ
の
他
委
託
等
業
務
」

と
同
じ　
　

▼
建
設
工
事　

平
成
26
年
２
月
17

　

日
㈪
〜
３
月
５
日
㈬

対
象　
「
そ
の
他
委
託
等
業
務
」

と
同
じ　

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
同
11
時

30
分
、
午
後
１
時
〜
同
４
時

受
付
場
所　

契
約
監
理
室
（
市

役
所
別
館
２
階
）

申
請
書
な
ど
の
交
付
場
所
・
開
始　

契
約
監
理
室
の
窓
口　

平
成

26
年
１
月
６
日
㈪
〜

※
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

注
意
事
項　

受
付
期
間
内
に
申
請

が
な
い
場
合
は
、
平
成
26
年
度

の
入
札
参
加
資
格
が
得
ら
れ
ま

せ
ん
。
資
格
の
期
限
切
れ
に
伴

う
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

市
内
・
準
市
内
業
者

は
、

契
約
監
理
室
に
書
類
を

持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

市
外
業
者
（
県
内
・
県
外
業
者
）

は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
限
は
、
各
受
付
期
間
の

最
終
日
（
当
日
消
印
有
効
）。

も
一
度
の
送
信
で
で
き
ま
す
。
詳

し
い
申
告
方
法
は
、
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.eltax.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

平
成
26
年
度

入
札
参
加
申
請
の
受
付

　□市
契
約
監
理
室

　

平
成
26
年
度
に
彦
根
市
が
発
注

す
る
「
物
品
供
給
等
」「
そ
の
他
委

託
等
業
務
」「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
業
務
」「
建
設
工
事
」

の
入
札
な
ど
に
参
加
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

受
付
期
間　

　

次
の
各
期
間
内
の
月
・
火
・
水

曜
日
に
行
い
ま
す
。

▼
物
品
供
給
等　

平
成
26
年
１
月

14
日
㈫
〜
同
28
日
㈫

対
象　

更
新
年
の
た
め
、
登
録

を
希
望
す
る
全
て
の
人
の
申

請
が
必
要
で
す
。

▼
そ
の
他
委
託
等
業
務　

平
成
26

年
１
月
29
日
㈬
〜
２
月
５
日
㈬

対
象　

♦
市
内
業
者（
市
内
営
業

所
登
録
を
含
む
）　

更
新
・
新

規
申
請
受
付　

♦
市
外
業
者

新
規
申
請
（
追
加
分
）
の
み
の

受
付
と
な
り
ま
す
。
中
間
年

問
い
合
わ
せ
先　

契
約
監
理
室

（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
１
０
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
22-
１
３
９
７
番

大
切
に
保
管
を
し
て
く
だ
さ
い

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」

彦
根
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
で
、
社
会
保
険
料

の
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
そ

の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
）。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
年
末
調
整
や
確

定
申
告
時
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

送
付
さ
れ
る
時
期
は
、
納
付
し

た
月
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
に
納
付

　

10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬
に
送
付

▼
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
納
付

　

平
成
26
年
１
月
下
旬
に
送
付

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

期
限
は
１
月
31
日
㈮
で
す

償
却
資
産
の
申
告
を

　□市
税
務
課

　

償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め

に
使
う
こ
と
の
で
き
る
土
地
・
家

屋
以
外
の
資
産
で
、
そ
の
減
価
償

却
費
が
、
法
人
税
法
ま
た
は
所
得

税
法
で
定
め
る
所
得
の
計
算
上
、

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
さ

れ
る
資
産（
※
）で
す
。（
左
表
参
照
）

　

償
却
資
産
は
、
土
地
や
家
屋
と

同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税
の
課
税

対
象
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
用

資
産
（
貸
し
付
け
て
い
る
も
の
を
含

む
）
を
市
内
に
所
有
し
て
い
る
人

は
、毎
年
１
月
１
日
現
在
の
、そ
の

償
却
資
産
の
所
在
地
、
種
類
、
数

量
、
取
得
時
期
、
取
得
価
額
、
耐

用
年
数
な
ど
を
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
こ
れ
に
類
す
る
資
産
で
、
法
人

税
ま
た
は
所
得
税
を
課
税
さ

れ
て
い
な
い
人
が
所
有
す
る

資
産
を
含
み
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）
で
も
申
告
で
き
ま
す

　

窓
口
に
来
ら
れ
た
り
、
郵
送
し

た
り
す
る
手
間
が
省
け
る
だ
け
で

な
く
、
複
数
の
自
治
体
へ
の
申
告

「災害用ツイッター」を始めました

　緊急時や災害時に、
防災情報を皆さんに
お伝えするための方
法のひとつとして、
ツイッターを始めま
した。
　このツイッターで
は、避難勧告の発令

状況・避難場所の状況や、防災に関する訓練の情
報などを掲載します。
　彦根市ホームページにアカウントを掲載して
いますので、フォローしてください。
アカウント名　彦根市防災 @bousai_hikone
ＵＲＬ　http://twitter.com/bousai_hikone
問い合わせ先　
　 危機管理室☎ 30-6150、FAX23-1777

▶
災
害
用
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
画
面



5 2013・12・15 42013・12・15

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番

※
申
込
用
紙
は
支
所
、
各
出
張
所

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

保
留
地
と
は

▼
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て

新
た
に
生
み
出
し
た
土
地
で
す
。

保
留
地
の
売
却
収
入
は
、
土
地

区
画
整
理
事
業
の
財
源
の
一
部

に
な
り
ま
す
。

▼
保
留
地
は
、
換
地
処
分
の
公
告

の
日
の
翌
日
ま
で
登
記
簿
が
作

成
さ
れ
ま
せ
ん
。彦
根
市
で
、保

留
地
権
利
登
録
台
帳
を
作
成
し

て
保
管
し
ま
す
の
で
、
金
融
機

関
か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

宝
く
じ
の
助
成
金
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
生
か
し
て
い
ま
す

　□市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

宝
く
じ
助
成
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
㈶
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
収
益
金
を

財
源
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
実
施
さ
れ
た
事
業
を
紹
介

し
ま
す
。

太
鼓
踊
り
用
備
品
の
整
備

（
小
野
町
自
治
会
）

　

小
野
町
自
治
会
で
は
、
地
域
の

ご
協
力
く
だ
さ
い

工
業
統
計
調
査

　□市
企
画
課

　

経
済
産
業
省
で
は
、
12
月
31
日

を
調
査
期
日
と
し
て
、
工
業
統
計

調
査
を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
日
本
の

工
業
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
員
が
12
月
中
旬
か
ら
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
く
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
、

統
計
の
作
成
以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

平
成
24
年
度

経
営
改
革
の
取
り
組
み
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　□市
企
画
課

　
「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確

立
に
向
け
た
今
後
の
取
組
指
針
」

で
は
、「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の

確
立
」
を
最
重
点
課
題
と
し
て
位

置
付
け
、「
財
政
運
営
の
健
全
化
」

「
歳
入
確
保
策
の
積
極
的
な
展
開
」

「
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
体
制

争
入
札
を
実
施
し
、
歳
入
確
保
を

行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
利
用
の
促
進
と
自
主
事
業
の

実
施

　

荒
神
山
自
然
の
家
の
利
用
を

増
や
す
た
め
、
県
外
の
小
・
中
学

校
や
少
年
団
体
に
利
用
を
働
き
か

け
た
り
、
各
企
業
や
一
般
の
大
人

の
団
体
に
対
し
て
も
利
用
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
か
ら

年
間
を
通
し
て
自
主
事
業
を
実
施

し
た
こ
と
で
、
幅
広
く

荒
神
山

自
然
の
家
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

映
画
撮
影
使
用
料
の
徴
収

　

彦
根
城
内
で
の
映
画
撮
影
な
ど

で
、
従
来
は
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
な
ど

に
テ
ロ
ッ
プ
を
入
れ
る
こ
と
と
引

き
替
え
に
、
撮
影
料
を
免
除
し
て

い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

事
務
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、基
本
的
に
は
有
料
と
し
て
、歳

入
の
確
保
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
の

民
間
委
託

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
代

わ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
事
業

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
一
部
民

間
委
託
に
よ
る
３
か
所
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
こ

と
で
、
彦
根
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
彦
根
市
直

営
）
の
業
務
の
縮

小
を
行
い
ま
し
た
。

の
整
備
」
を
三
本
柱
と
し
て
、
改

革
・
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
指
針
に
沿
っ
た
取
り
組
み

の
成
果
（
平
成
23
年
度
普
通
会
計
決

算
と
平
成
24
年
度
普
通
会
計
決
算
の
比

較
）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
取
り
組
み
の
詳
し
い
内
容
は
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

委
託
業
務
内
容
の
見
直
し
に
よ
る

委
託
費
の
削
減

　

資
源
ご
み
と
し
て
分
別
排
出
さ

れ
る
、
び
ん
類
、
缶
金
属
類
や
粗

大
ご
み
の
中
か
ら
選
別
な
ど
を
す

る
委
託
業
務
の
内
容
を
精
査
・
見

直
し
、
委
託
費
の
削
減
を
図
り
ま

し
た
。

未
収
金
対
策
の
強
化

　
「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確

立
に
向
け
た
今
後
の
取
組
指
針
」

に
よ
り
、
未
収
金
対
策
を
彦
根
市

の
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、

各
所
属
で
重
点
的
に
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
。

行
政
財
産
へ
の
自
動
販
売
機
設
置

に
か
か
る
一
般
競
争
入
札
の
導
入

　

こ
れ
ま
で
、
行
政
財
産
の
目
的

外
使
用
許
可
を
行
い
設
置
し
て
い

た
自
動
販
売
機
に
つ
い
て
、
準
備

が
整
っ
た
施
設
か
ら
順
次
一
般
競

彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域
内

保
留
地
を
売
却
し
ま
す

　□市
市
街
地
整
備
課

対
象　

予
定
価
格（
最
低
売
却
価
格
）

以
上
の
買
い
受
け
金
額
を
提
示

し
た
人

物
件
番
号
な
ど　

下
表
の
と
お
り

申
出
書
な
ど
の
配
布　

12
月
16
日

㈪
〜
（
随
時
）　

平
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

物
件
番
号
５
・
６
の
受
付
期
間

　

12
月
18
日
㈬
〜
（
随
時
）　

平
日

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

※
物
件
番
号
１
〜
４
は
、
随
時
募

集
中
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
街

地
整
備
課
☎
30-

６
１
２
６
番
、

活
性
化
を
図
る
た
め
、
太
鼓
踊
り

用
備
品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
遺
産
で
あ
る
伝
統
の
太
鼓

踊
り
の
備
品
の
充
実
と
事
業
の
拡

充
が
で
き
、
小
野
町
の
活
性
化
に

役
立
ち
ま
し
た
。

屋
外
放
送
設
備
の
整
備

（
松
原
町
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
自
治
会
）

　

松
原
町
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
自
治

会
で
は
、
区
域
住
民
へ
の
情
報
伝

達
手
段
を
拡
充
し
、
災
害
な
ど
の

不
測
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
も

の
と
し
て
、
屋
外
放
送
設
備
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

同
自
治
会
は
、
設
備
を
活
用
し

て
こ
れ
ま
で
以
上
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

◀
▼
屋
外
放
送

関
連
設
備
品

▲
▶
太
鼓
踊
り
用

関
連
備
品

彦
根
市
立
城
北
小
学
校

場
所　

松
原
町
３
７
５
１
番
地
３

創
立　

明
治
25
年

児
童
数　

２
６
９
人（
平
成
25
年
４
月
）

教
育
目
標　
「
自
他
を
尊
重
し
、た
く
ま

　

し
く
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
」

　

地
域
の
自
然
環
境
や
文
化
財
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
た
「
ふ
る
さ
と
探
訪
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
探
訪
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
」
で
は
、低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で

一
緒
に
な
っ
た
「
縦
割
り
班
」
で
彦
根
城

な
ど
を
巡
り
な
が
ら
、
身
近
な
自
然
や

文
化
を
愛
し
、
地
域
か
ら
学
ぼ
う
と
す

る
心
情
や
郷
土
へ
の
愛
着
心
を
育
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、仲
間
と
の
協
力
や
信

頼
の
気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
も
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
江
高
校
の
生
徒
と
一
緒
に

あ
い
さ
つ
運
動
を
し
た
り
、
音
読
集
会
・

読
書
マ
ラ
ソ
ン
・
読
み
聞
か
せ
、
校
庭
で

ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
を
し
た
り
し
て
、
継

続
的
な
活
動
に
よ
り
、
豊
か
な
心
と
健

康
な
体
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３
番
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

▲ふるさと探訪オリエンテーリング▲ボランティアによる読み聞かせ ▲近江高校生と一緒にあいさつ運動
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上
下
水
道
部
か
ら
の

お
願
い　□市

上
下
水
道
業
務
課

積
雪
時
の
検
針
に
ご
協
力
を

　

積
雪
時
に
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
上
の
雪
を
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
上
に
は
、
物
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
て
、
検
針
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。　

※
水
道
を
使
用
す
る
人
は
、
彦
根

市
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
正
し

く
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

給
水
工
事

　

家
屋
な
ど
の
新
築
、
改
築
に

伴
っ
て
、
水
道
給
水
装
置
工
事

申
込
手
続

　

あ
な
た
の
預
貯
金
口
座
の
あ
る

取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
に
、「
彦

根
市
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
」 

（
上
・
下
水
道
料
金
の
手
続
き
の
場
合

は
、「
彦
根
市
上
下
水
道
料
金
口
座
振
替

依
頼
書
」）、
預
貯
金
通
帳
、
通
帳
使

用
印
鑑
を
持
っ
て
い
き
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
担
当
課
、

出
納
室

（
市
役
所
１
階
）、
市
内
の
各
金
融
機

関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関

　

次
の
金
融
機
関
の
、
本
・
各
支

店
（
市
外
の
店
舗
を
含
む
）
で
取
り

扱
い
ま
す
。

▼
滋
賀
銀
行

▼
り
そ
な
銀
行

▼
滋
賀
中
央
信
用
金
庫

▼
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行

▼
近
畿
労
働
金
庫

▼
大
垣
共
立
銀
行

▼
京
都
銀
行

▼
滋
賀
県
信
用
組
合

▼
滋
賀
県
民
信
用
組
合

▼
商
工
組
合
中
央
金
庫

▼
東
び
わ
こ
農
業
協
同
組
合

▼
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

振
替
で
き
る
税
目
な
ど

①
固
定
資
産
税

②
軽
自
動
車
税

③
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
※
）

④
国
民
健
康
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

⑤
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

⑥
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普

通
徴
収
）

⑦
市
営
住
宅
家
賃

⑧
上
・
下
水
道
料
金

⑨
し
尿
処
理
手
数
料

⑩
下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

⑪
農
村
下
水
道
使
用
料

⑫
保
育
料
（
保
育
所
）

⑬
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金

※
普
通
徴
収
…
自
ら
が
彦
根
市
か

ら
送
付
さ
れ
た
納
付
書
な
ど

で
納
め
る
こ
と

納
期
と
振
替
日

　

科
目
ご
と
の
納
期
は
、
下
の
一

覧
表
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
原

則
と
し
て
、
各
納
期
月
の
最
終
日

に
振
り
替
え
ま
す
。

領
収
の
確
認

　

原
則
と
し
て
、
領
収
通
知
書
の

発
行
は
省
略
し
て
い
ま
す
。
領
収

は
、
預
貯
金
通
帳
の
記
帳
な
ど
に

よ
り
、
振
替
済
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
を
利

用
し
て
い
る
人
で
、
車
検
が
必
要

な
車
種
の
所
有
者
に
は
、
６
月
中

頃
に
納
税
証
明
書
を
送
り
ま
す
。

　

領
収
通
知
書
の
送
付
を
希
望
す

る
人
は
、
事
前
に
各
担
当
課
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

①
②
③

納
税

課
☎
30-

６
１
０
９
番
、
④
⑤

⑥

保
険
料
課
☎
30-

６
１
４

５
番
、⑦

住
宅
管
理
室
☎
30-

６
１
２
３
番
、
⑧
彦
根
市
上
下

水
道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ

　

ン
タ
ー
☎
27-

２
８
０
２
番
、

　

上
下
水
道
業
務
課
上
水
道
業

務
係
☎
22-

２
７
２
２
番
、
⑨

生
活
環
境
課
☎
30-

６
１
１

６
番
、
⑩

上
下
水
道
業
務
課

下
水
道
業
務
係
☎
22-

５
４
５

８
番
、⑪

農
林
水
産
課
☎
30-

６
１
１
８
番
、
⑫

子
育
て
支

援
課
☎
23-

９
５
９
７
番
、
⑬

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
☎

24-

７
９
７
４
番

　「
平
日
の
昼
間
に
は
、
金
融
機
関
に
行
く

時
間
が
な
い
」「
つ
い
つ
い
納
付
期
限
を
忘

れ
て
し
ま
う
」
そ
ん
な
あ
な
た
に
、便
利
な

口
座
振
替
制
度
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
な
ら
、納
期
ご
と
に
窓
口
へ
出

向
い
て
い
た
だ
く
必
要
も
、納
め
忘
れ
の
心

配
も
な
く
安
心
で
す
。一
度
申
し
込
み
の
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
と
、翌
年
以
降
も
継
続
し

て
自
動
振
替
さ
れ
ま
す
。

　

社
会
教
育
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
基
準

を
定
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、条
例
（
素
案
）
を
公
表

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課（
市
民
会
館
２
階
）、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１

階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、
彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
地
区
公

民
館

意
見
等
の
提
出
期
間　

12
月
16
日

㈪
〜
平
成
26
年
１
月
17
日
㈮

（
必
着
）

提
出
方
法　

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ

く
か
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
（
〒
５
２

２-

０
０
０
１　

尾
末
町
１-

38
）

☎
24-

７
９
７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

９
１
９
０
番
、
Ｅ
メ
ー
ル  

syogai@
m

x.hikone.ed.jp

　　

市
内
で
墓
地
な
ど
（
墓
地
、
納

骨
堂
、
火
葬
場
）
を
経
営
す
る
と
き

に
必
要
な
手
続
き
を
定
め
る
た
め
、

条
例
の
制
定
に
向
け
た
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、条
例
（
素
案
）
を
公
表

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

生
活
環
境

課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
等
の
提
出
期
限　

平
成
26
年

１
月
６
日
㈪
（
必
着
）

提
出
方
法　

生
活
環
境
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

生
活

環
境
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
１
６

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番
、

Ｅ
メ
ー
ル  seikatsukotsu@

m
a.city.hikone.shiga.jp

彦
根
市
墓
地
等
の
経
営
の
許

可
等
に
関
す
る
条
例
（
素
案
）

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
な
ど
は
、
意
見
に
対
す
る

彦
根
市
の
考
え
方
と
と
も
に

整
理
し
た
う
え
で
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
に
対
し
て
、
個
別
に
回
答

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
社
会
教
育
委
員
設

置
条
例
の
一
部
改
正（
素
案
）

▼
差
押
申
立
実
績
件
数
（
累
計
）　  

26
件

彦
根
市
上
下
水
道
料
金
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

　

上
下
水
道
部
で
は
、
窓
口
開

設
日
や
営
業
時
間
の
拡
大
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
に
、
業
務

の
一
部
を
民
間
委
託
し
、
彦
根
市

上
下
水
道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

①
水
道
使
用
の
開
始
・
休
止
（
開

栓
・
閉
栓
）・
名
義
変
更
の
申
し

込
み

②
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

支
払
い

③
検
針
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど

委
託
事
業
者　

㈱
エ
コ
シ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
（
左
図
）

窓
口
開
設
時
間　

月
〜
金
曜
日
は

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

	

問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
業

務
課
☎
22-

２
７
２
２
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

５
４
３
３
番

（
新
設
・
増
設
・
改
造
）
を
す
る
と
き

や
、
建
築
工
事
な
ど
に
よ
る
臨
時

の
給
水
を
す
る
と
き
は
、
着
工
前

に
、
指
定
工
事
事
業
者
を
通
じ
て

上
水
道
工
務
課
に
給
水
の
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

開
栓
・
閉
栓
の
手
続
き

　

転
居
な
ど
に
よ
り
、
水
道
の
開

栓
・
閉
栓
を
必
要
と
す
る
と
き

は
、
彦
根
市
上
下
水
道
料
金
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
㈱
エ
コ
シ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
）
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
３
日
前
ま
で
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

水
道
料
金
の
支
払
い

　

水
道
事
業
は
、
お
客
様
に
お
支

払
い
い
た
だ
く
水
道
料
金
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
滞
納
さ

れ
る
と
給
水
を
停
止
し
ま
す
の
で
、

期
限
内
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
水
道
料
金
の
計
算
方
法
は
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

期
限
内
に
お
支
払
い
が
な
い
場

合
、
料
金
と
は
別
に
手
数
料
が
加

算
さ
れ
ま
す
。
督
促
を
放
置
さ
れ

ま
す
と
、
簡
易
裁
判
所
へ
の
支
払

督
促
の
申
立
を
行
い
ま
す
。

平
成
25
年
10
月
ま
で
の
給
水
停
止

実
施
お
よ
び
裁
判
所
へ
の
申
し
立

て
件
数	

▼
給
水
停
止
実
施
件
数（
平
成
25
年

度
分
）　

３
０
０
件

▼
支
払
督
促
申
立
実
績
件
数
（
累

計
）　 

１
９
４
件

年ね
ん

明め
い

ビ
ル
の

２
階
で
す
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　舟
ふな

橋
はし

聖
せい

一
いち

顕彰文学賞は、彦根市の名誉市民である作
家の故 舟橋聖一さんの功績をたたえるとともに、広
く青少年の文学奨励をはじめとした教育・文化の振興
を図るために設けています。18〜 30 歳の青年を対
象とした第 25 回「青年文学賞」には全国から 61 編

の応募が、近畿各府県および滋賀県に隣接する各県の
小・中学生・高校生を対象とした第 28 回「文学奨励
賞」には、158 編の応募がそれぞれありました。
　選考の結果、次のとおり受賞作品を決定し、11 月
30 日に授賞式を行いました。

舟橋聖一顕彰文学賞

第
１
席

香か

宮み
や　

逸い
つ

希き 

さ
ん

	

（
旭
森
小
学
校
６
年
）

ふ
た
つ
の
家
族
を
持
つ
お
姉

ち
ゃ
ん
（
作
文
）

第
２
席

日ひ

和わ

田だ　

真ま
さ

観み 

さ
ん

	

（
河
瀬
小
学
校
２
年
）

は
じ
め
て
の
ひ
行
き
（
作
文
）

第
３
席

白し
ら

石い
し　

宗そ
う 

さ
ん

	
（
稲
枝
東
小
学
校
６
年
）

カ
ワ
ウ
ソ
と
出
会
っ
て

（
作
文
）

第
１
席

林は
や
し　

裕ひ
ろ

奈な 

さ
ん

	

（
河
瀬
中
学
校
２
年
）

災
害
と
私
た
ち
の
未
来

（
作
文
）

第
２
席

齊さ
い

藤と
う　

妙た
ゆ

奈な 

さ
ん

	

（
東
中
学
校
２
年
）

言
葉
の
力
（
作
文
）

第
３
席

城じ
ょ
う

内な
い　

め
ぐ
み 

さ
ん

	

（
中
央
中
学
校
１
年
）

模
擬
裁
判
に
参
加
し
て
…

（
作
文
）

第
１
席

若わ
か

杉す
ぎ　

美み

佳か 

さ
ん

	

（
三
重
県
・
四
日
市
高
校
１
年
）

ヒ
コ
ウ
少
年
（
創
作
）

第
２
席

窪く
ぼ

薗ぞ
の　

希の
ぞ

美み 

さ
ん

（
兵
庫
県
・
宝
塚
北
高
校
２
年
）

祭
の
狐
（
創
作
）

第
３
席

山や
ま

本も
と　

美み

穂ほ 

さ
ん

	

（
彦
根
東
高
校
２
年
）

赤
の
川
（
創
作
）

最
優
秀
賞

　

谷や　

崇た
か

之ゆ
き 

さ
ん

	
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

山
田
と
田
中
と
（
小
説
）

佳
作

澤さ
わ

田だ

石い
し　

円
つ
ぶ
ら 

さ
ん

	

（
埼
玉
県
行
田
市
）

ま
ば
た
き
（
小
説
）

問い合わせ先
市立図書館

☎ 22-0649
FAX26-0300

【
青
年
文
学
賞
】

〈
小
学
生
の
部
〉

〈
中
学
生
の
部
〉

〈
高
校
生
の
部
〉

【
文
学
奨
励
賞
】

　舟橋聖一文学賞は、文学の振興を通じて、市民が豊
かな心を育み、香り高い文化を築くため、名誉市民で
ある舟橋聖一さんの文学の世界に通じる優れた文芸
作品に贈ります。この賞は、公募式でなく、基準日を設
け、その基準日より前のおおむね１年間に新しく単行

本として刊行された優れた小説を対象としています。
　「舟橋聖一文学賞」が「文学奨励賞」「青年文学賞」
に応募する人の刺激となり、創作活動の目標、励みと
なるように、また、広く地域文化の振興が図れるよう
期待します。

典て
ん

厩き
ゅ
う　

五ご

郎ろ
う 

さ
ん

	

（
千
葉
県
木
更
津
市
）

『
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ　

夢

の
王
国
』（
小
説
）

舟橋聖一文学賞

か
り典て

ん

厩き
ゅ
う

五ご

郎ろ
う

さ
ん 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

大
学
卒
業
後
、
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
、
新
聞
記
者
、
テ
レ

ビ
・
ド
ラ
マ
・
映
画
の
脚
本

家
を
経
て
、
作
家
活
動
を
開

始
。
１
９
８
７
年
サ
ン
ト
リ

ー
ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞
を
受

賞
。
ミ
ス
テ
リ
ー
・
歴
史
小

説
を
中
心
に
活
躍
。

　
『
土
壇
場
で
ハ
リ
ー
・
ラ
イ

ム
』（『
オ
ー
ル
読
物
』、
文
芸
春

秋
）、『
真
相
里
見
八
犬
伝（
上
・

下
）』（
新
人
物
往
来
社
）、『
陽

炎
の
島
』（
毎
日
新
聞
社
）、『
王

家
の
城
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）、

『
町
衆
の
城
（
上
・
下
）』（
新

人
物
往
来
社
）、『
探
偵
大
杉
栄

の
正
月
』（
早
川
書
房
）
な
ど

　

11
月
12
日
、
平
田
小
学

校
（
平
田
町
）
で
、
３
年
生

50
人
に
魚
の
栄
養
や
食
べ

る
と
き
の
マ
ナ
ー
な
ど
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
「
魚

の
食
べ
方
教
室
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
彦
根
総
合
地
方

卸
売
市
場
（
安
食
中
町
）
の

職
員
で
、「
骨
な
ど
は
皿
に

１
か
所
に
固
め
て
食
べ
ま

し
ょ
う
」
な
ど
と
説
明
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
人
１
匹
ず

つ
約
20
㎝
の
焼
い
た
マ
ア

ジ
を
試
食
し
ま
し
た
。
児

童
は
「
お
い
し
い
ね
」
と

話
し
な
が
ら
、
教
わ
っ
た
と
お
り
、
き

れ
い
に
魚
を
食
べ
ま
し
た
。

栄養や食べるときのマナーを学んだ
「魚の食べ方教室」

「
外
国
人
住
民
対
象
防
災
講
習
会
」

防
災
意
識
の
向
上
へ

　11月17日、河瀬小学校（極楽寺町）で、市内
の外国人住民 88 人が防災講習会に参加しまし
た。参加者は、防災に関する○

マル

×
バツ

クイズや、震
度７の状況のビデオなどで、防災に対する理解
を深めていました。
　その他、毛布やマットを使って避難用のス
ペースを作ったり、簡易トイレを組み立てたり
して、避難所での生活の一部を体験しました。
　フィリピン人の参加者は「みんなで協力する
ことの大切さを学びました」と話しました。

発　表
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。
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■　美術編
湖東焼の魅力
〜手に取るように分かる鳴鳳の水指〜

 〈内容〉湖東焼の絵付師鳴
めい

鳳
ほう

の名作「赤
あか

絵
え

金
きん

彩
さい

芦
あし

雁
かり

図
ず

水
みず

指
さし

」を取り上げ、その魅力を解き明かします。　
〈日時〉平成26年１月18日㈯　14：00 ～ 14：50  
〈場所〉 彦根城博物館（金亀町）講堂　〈定員〉25 人
（申込者多数の場合は抽選）　〈費用〉600 円（観覧料・資
料代）　※市内の中学生以下は無料　〈申込期限〉12
月20日㈮（当日の消印有効）

■　歴史編
　彦根藩の歴史〜井伊家と家臣たち〜

〈内容〉彦根藩井伊家を構成する人々（井伊家一族・藩
士や藩政に関わった町人）を取り上げる連続講座です。　

〈日時〉平成26年２月８日㈯　▶第１講　13：00

～ 13：50 「井伊家の人々」　▶第２講　14：00
～ 14：50 「藩士」　 ▶第３講　15：00 ～ 15：
50 「足軽と町人代官」 　※１講座のみの受講もで
きます。　〈場所〉 彦根城博物館（金亀町）能舞台見

けん

所
じょ

　〈定員〉125 人（申込者多数の場合は抽選）　〈費用〉
300 円（資料代）　※市内の中学生以下は無料　〈申
込期限〉平成26年1月24日㈮（当日の消印有効）

〈申込・問い合わせ先〉彦根城博物館「入門講座（美
術編または歴史編係）」（〒 522-0061　金亀町１- １）☎
22-6100、FAX22-6520　※往復はがき往信の
裏面に、①住所②氏名③電話番号を、返信の表面に住
所・氏名をそれぞれ書いて申し込んでください。歴
史編は彦根市ホームページから申し込むこともでき
ます。

　　

紛
争
や
貧
困
の
た
め
に
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
ま

ま
に
大
人
に
な
っ
た
人
や
、
学
校
を
中
途
退
学
せ
ざ

る
を
え
な
い
子
ど
も
が
「
学
び
の
場
＝
寺
子
屋
」
で

読
み
書
き
や
計
算
な
ど
を
学
べ
る
よ
う
に
、
教
育
の

チ
ャ
ン
ス
を
支
援
す
る
活
動
で
す
。

　

書
き
損
じ
は
が
き
や
未
使
用
の
は
が
き
を
寄
付
す

る
こ
と
で
、
１
枚
当
た
り
45
円
の
募
金
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
は
が
き
の
回
収
や
募
金
は
、
日
本
ユ
ネ
ス

コ
協
会
連
盟
を
通
じ
て
、
発
展
途
上
国
へ
の
教
育
支

援
に
役
立
て
ま
す
。

　

書
き
損
じ
や
未
使
用
の
は
が
き
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

回
収
ポ
ス
ト
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

回
収
ポ
ス
ト
設
置
期
間
・
場
所　

12
月
16
日
㈪
～

平
成
26
年
２
月
14
日
㈮　

市
役
所
（
１
階
の
総
合

案
内
）、

教
育
委
員
会
事
務
局
、
市
立
図
書
館
、

市
内
の
各
地
区
公
民
館
な
ど

街
頭
募
金
日
時
・
場
所　

平
成
26
年
１
月
28
日
㈫　

午
後
４
時
～
同
５
時　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
（
竹
ケ

鼻
町
）

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
（

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）
☎
24-

７
９
７
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

彦
根
仏
壇
の
技
術
を
学
ぶ

「
伝
統
工
芸
教
室
」
受
講
生

〈
内
容
〉
彦
根
仏
壇
の
伝
統
工
芸

士
か
ら
仏
壇
を
製
造
す
る
技
術
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
室
で
す
。　

〈
日
時
〉
▼
彫
刻
・
漆
塗
り
コ
ー

ス
（
全
８
回
）　

平
成
26
年
１
月
18

日
～
３
月
８
日（
毎
週
土
曜
日
）　

午

後
２
時
～
同
４
時　
〈
場
所
〉四
番

町
ダ
イ
ニ
ン
グ
（
本
町
一
丁
目
）
２

階　

※
四
番
町
ス
ク
エ
ア
内
の
別

会
場
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

〈
定
員
〉
５
人　
〈
費
用
〉
１
万
６

千
円
（
全
８
回
分
。
材
料
費
、
道
具
使

用
料
な
ど
を
含
む
）　
〈
申
込
期
間
〉

12
月
15
日
㈰
〜
平
成
26
年
１
月
15

日
㈬　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

㈱
四
番
町
ス
ク
エ
ア
☎
27-

７
７

５
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

７
７
６
６

番
、 

彦
根
仏
壇
事
業
協
同
組
合
☎

24-

４
０
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
５
５
９
番　

※
㈱
四
番
町
ス
ク

エ
ア
か
彦
根
仏
壇
事
業
協
同
組
合

に
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
①
住
所

②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
希

望
コ
ー
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
生
・
社
会
人
の
た
め
の

基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座

（
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
）

〈
内
容
〉教
育
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
た
講
座
で
す
。
学
習

成
果
は
、
彦
根
市
サ
イ
エ
ン
ス
・

ラ
ボ
で
活
動
す
る
子
ど
も
の
支
援

で
も
発
揮
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。　

〈
日
程
〉▼
①
平
成
26
年
１
月
25
日　

▼
②
同
年
２
月
１
日　

▼
③
同
８

日　

い
ず
れ
も
土
曜
日
の
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
受
付

午
前
９
時
～
）　
〈
場
所
〉
彦
根
市
サ

イ
エ
ン
ス
・
ラ
ボ (

銀
座
町)　
〈
対

象
〉
彦
根
市
・
愛
荘
町
・
豊
郷
町
・

甲
良
町
・
多
賀
町
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
で
、
18
歳
以
上　
〈
定

員
〉
20
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）　
〈
費
用
〉
１
万
２
千
円
（
全
３

回
分
。
修
了
者
に
は
教
育
用
ロ
ボ
ッ
ト

を
お
渡
し
し
ま
す
）　
〈
申
込
期
間
〉

12
月
16
日
㈪
〜
平
成
26
年
１
月
17

日
㈮　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
☎
24-

７
９

７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０

番　
　

〈
申
込
先
〉
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://sites.google.com
/site/

hikonesp2/　

内
の
申
込
フ
ォ
ー

ム
か
ら
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

５
２
５
８
番
）
で
①
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
②
住
所
③
年
齢
④
電
話
番
号

⑤
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

男
の
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー

男
の
料
理
教
室

〈
内
容
〉厳
選
さ
れ
た
冬
の
旬
の
食

材
を
用
い
て
、
太
巻
き
寿
司
や
鍋

料
理
な
ど
を
作
り
、
料
理
の
楽
し

さ
や
面
白
さ
を
学
び
ま
す
。　
〈
日

時
〉
平
成
26
年
１
月
25
日
、
同
年

２
月
８
日
、
同
22
日　

い
ず
れ
も

土
曜
日
、午
前
10
時
〜
正
午　
〈
場

所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）
調
理
実
習
室　

〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
男
性　
〈
費
用
〉
３
、６
０
０

円
（
受
講
料
、
材
料
費
を
含
む
）　
〈
定

員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
申
込
期

間
〉
12
月
18
日
㈬
〜
平
成
26
年
１

月
23
日
㈭　
〈
持
ち
物
〉エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
枚　
〈
託
児
〉

１
人
１
回
２
０
０
円　

※
０
歳
〜

就
学
前
（
要
予
約
）　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

春
休
み
・
平
成
26
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

〈
対
象
〉
仕
事
な
ど
で
昼
間
に
保

護
者
が
保
育
で
き
な
い
、
原
則
と

し
て
小
学
１
〜
３
年
生
の
児
童　

〈
開
設
期
間
〉▼
①
学
年
末
休
暇
期

間　

平
成
26
年
３
月
25
日
㈫
〜
同

31
日
㈪　

 

②
学
年
始
休
暇
期
間　

同
年
４
月
１
日
㈫
〜
同
９
日
㈬  

【
時
間
】
①
②
と
も 

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
６
時
30
分　

▼
③
平
成

26
年
度
通
年　

同
年
４
月
１
日
㈫

〜
平
成
27
年
３
月
31
日
㈫　
【
時

間
】
平
日　

放
課
後
〜
午
後
６
時

30
分
、
土
曜
日
・
振
替
休
日
・
長
期

休
暇
（
夏
・
冬
・
春
）　

午
前
８
時
30

ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動

書
き
そ
ん
じ
は
が
き
回
収
運
動

▲集まった書き損じはがきの
集計の様子（上）、街頭募
金の様子（いずれも昨年度）

彦根城博物館　入門講座　美術編・歴史編

▶
１
０
０
年
以
上
も
続
く
仏
壇
作
り
の
技

術
を
伝
統
工
芸
士
か
ら
学
べ
ま
す
（
写

真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
）

分
〜
午
後
６
時
30
分　
〈
費
用
〉①

②
は
そ
れ
ぞ
れ
１
人
３
千
円
、
③

は
１
人
６
千
円 

（
月
額
）　

※
学
級

費
が
別
途
必
要　
〈
注
意
事
項
〉通

年
の
申
し
込
み
で
平
成
26
年
３
月

末
ま
で
在
籍
し
て
い
る
人
や
、
４

月
１
日
か
ら
入
会
す
る
人
は
、
負

担
金
３
千
円
は
不
要
。夏
季
休
暇
・

土
曜
日
利
用
は
、
別
途
必
要
。
場

所
・
定
員
は
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。　
〈
申

込
期
間
〉
平
成
26
年
１
月
６
日
㈪

〜
同
16
日
㈭　
〈
申
込
方
法
〉①
〜

③
と
も
、
入
会
を
希
望
す
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。　
〈
そ
の
他
〉詳
し
く
は

各
小
学
校
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
あ
る 

「
入
会
の
し
お
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　
〈
問
い
合
わ
せ

先
〉

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
24-

７
９
７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

122013・12・15

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

①
住
宅
支
援
給
付　

就
労
能
力
と
就
労
意
欲
の
あ
る
離
職

者
の
う
ち
、住
宅
を
失
っ
た
人
（
ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
あ

る
人
）
を
対
象
に
、
住
宅
の
確
保
と
再
就
職
の
支
援
を

目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
彦
根
市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

よ
る
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
彦
根
市
か
ら
賃
貸
住
宅
の

家
賃
を
支
給
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
課
☎
23-

９
５
９
０
番

②
総
合
支
援
資
金
貸
付　
失
業
な
ど
に
よ
り
日
常
生
活
に

困
難
を
抱
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、
生
活
の
立
て
直
し
、

経
済
的
自
立
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
社
会
福
祉
協
議

会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
賃
貸
借
住
宅
入
居
時
に
か
か
る
敷

金
・
礼
金
な
ど
の
資
金
や
生
活
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま

す
。

③
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付　

離
職
な
ど
に
よ
り
住
居

を
失
い
、
そ
の
後
の
生
活
維
持
が
困
難
な
人
に
、
状
況

に
応
じ
て
失
業
等
給
付
、
住
宅
支
援
給
付
、
総
合
支
援

資
金
貸
付
な
ど
を
行
う
公
的
な
給
付
・
貸
付
制
度
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
当
座
の
生
活
費

の
貸
付
を
し
ま
す
。

②
・
③
の
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

22-

２
８
２
１
番

④
職
業
訓
練
受
講
給
付
金　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い

人
を
対
象
に
し
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業
訓
練
（
無

料
）
を
受
け
た
人
に
、
訓
練
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め

の
資
金
を
給
付
し
ま
す
（
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
彦
根
☎
22-

２
５
０
０
番

重
点
期
間
・
時
間　

12
月
27
日
㈮
ま
で
の
月
〜
金
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
祝
日
を
除
く
）

※
い
ず
れ
の
制
度
も
対
象
と
な
る
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲
良
町
、
多
賀
町
に
つ
い
て
は
、
各

町
役
場
・
各
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
ま
た
は

湖
東
健

康
福
祉
事
務
所
（
☎
21-

０
２
８
２
番
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　１枠 3 万円
大きさ　　縦　45.5㎜
　　　　　横　86㎜
申込締切　原則、発行日の１か月前
※詳しくはお問い合わせください。　
申込・問い合わせ先　 情報政策課☎ 30-6103、

FAX22-1398

貴社の広告
を掲載して
みませんか

お わ び と 訂 正
広報ひこね 12月1日号の 16 ページにある「みずほ寄席 VOI.5　年忘れ上方落語会」の「笑福亭瓶太」の
ふりがなが「しょうふくていへいた」とあるのは「しょうふくていびんた」の誤りでした。おわびして訂
正します。

♦　仕事がなくなり、住宅を失った・失うおそれのある人のための生活相談　♦
（セーフティネットの案内）
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西に
し

原は
ら

拓た
く

海み

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

綿わ
た

谷た
に

健け
ん

斗と

ち
ゃ
ん

（
蓮
台
寺
町
）

山や
ま

田だ

茉ま

奈な

ち
ゃ
ん

（
川
瀬
馬
場
町
）

12月27日㈮に風しんワクチン接種
費用助成の申請期間が終了します
　
　「先天性風しん症候群」予防
のため、6月1日から9月30日
までに接種した人を対象に実施
している「風しんワクチン接種
費用助成」の申請期限が迫って
います。まだ申請していない人
は、12月27日㈮までに済ませ
てください。
※対象や申請方法は、彦根市ホー

ムページをご確認ください。
申請・問い合わせ先　 健康推

進課

　平成26年1月から、 健康推
進課が「くすのきセンター（八
坂町 1900-4、市立病院の敷地内）」

に移転します。各サービスをご
利用の際は、会場をご確認のう
え、お越しください。



〒 522-8501  滋賀県彦根市元町４番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹  FAX 0749-22-1398、ホームページ　http://www.city.hikone.shiga.jp/
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発
行
：
彦
根
市

編
集
：
情
報
政
策
課

●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
3
0
2
号

（
平
成
2
5
年
1
2
月
1
5
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
4
9
,9
5
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
1
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

16

年末年始の彦根市の業務

　

こ
の
期
間
中
、
各
種
証
明
書
な
ど
の

発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。必
要
な
人
は
、12

月
27
日
㈮
ま
で
に
窓
口
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
出
生
・
死
亡
（
埋
火
葬
許
可
証
の

交
付
は
、午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
）・
婚
姻
な
ど
の
戸
籍
の
届
出
（
住

所
異
動
の
届
出
は
除
く
）
は
、
休
み
期
間

中
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
当
直
職
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
コ
ン
ビ

ニ
）
で
の
証
明
書
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
、

12
月
29
日
㈰
か
ら
平
成
26
年
１
月
３
日

㈮
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

病
院
業
務
な
ど
は
上
の
と
お
り
で
す
。

納
付
受
付
機
関
が
異
な
り
ま
す

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

水
道
使
用
の
開
始
・
休
止
の
受
付
と

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
納
付
は
、

上
下
水
道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
旭
町
）
で
取
り
扱
い
ま
す
。
受
付

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　

市
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
し
尿
処

理
手
数
料
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用

料
な
ど
の
納
付
は
、
彦
根
市
が
指
定
し

て
い
る
金
融
機
関
（
納
付
書
裏
面
な
ど
に

記
載
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
金
融
機
関

ご
と
の
営
業
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
利
用
が
で
き
る
納
付

書
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
末
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　

12
月
23
日
（
月
・
祝
）
と
、
12
月
27
日

㈮
ま
で
は
通
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

　

12
月
29
日
㈰
は
、
月
曜
日
収
集
の
地

域
で
、
ま
た
、
同
30
日
㈪
は
、
火
曜
日

収
集
の
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
「
燃
や
す
ご

み
」
の
み
収
集
し
ま
す
。

　

両
日
と
も
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」「
埋
立
ご
み
」「
缶
・
金
属
類
、
び

ん
」
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
「
ご
み
等
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
は

お
早
め
に

　

家
庭
か
ら
出
る
「
燃
や
す
ご
み
」「
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」「
缶
・
金
属
類
、

び
ん
」
は
地
域
の
集
積
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

粗
大
ご
み
な
ど
の
直
接
搬
入
は
、
正

し
く
分
別
し
、
降
ろ
し
や
す
く
し
て
く

だ
さ
い
。
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

中
山
投
棄
場
へ
の
搬
入
に
は

許
可
書
が
必
要
で
す

　
「
埋
立
ご
み
」
は
、中
山
投
棄
場
で
取

り
扱
い
ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
、

生
活
環
境
課
、
支
所
、
各
出
張
所
で
事

前
に
許
可
書
の
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

12
／
28
㈯
〜
１
／
５
㈰　

市
役
所
は
業
務
を
休
み
ま
す


